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2024年度
スローガン 挑戦に終わりはない  輝ける未来のために  全力を注ごう！

あす

会
員
拡
大
は
こ
こ
数
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
全
体
事
業
と
し
て
会
員
拡

大
が
置
か
れ
、
目
標
新
入
会
員
一
〇
名
と
し
て

活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
月
例
会
で
会
員
拡
大
の
手
法
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
を
生
か
し
、
実
際
に
拡
大
活
動
に
着

手
す
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー

全
員
で
会
員
拡
大
活
動
を
行
う
こ
と
を
、
三
月

の
例
会
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
拡
大
活
動
と
い
う
と
苦
手
意
識
を
持

ち
、
自
ら
積
極
的
に
拡
大
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
が
多
い
中
、
約
二
週
間
と

い
う
期
間
を
設
定
し
て
、
全
メ
ン
バ
ー
に
会
員

拡
大
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
、
何
ら
か
の
形
で

会
員
拡
大
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
例
会
は
期
間
を
区
切
っ
た
上
で
の
実
施
で

し
た
が
、
本
例
会
終
了
後
も
会
員
拡
大
は
続
い

て
い
き
ま
す
。
本
例
会
が
、
本
年
の
会
員
拡
大

の
目
標
人
数
の
達
成
の
た
め
の
き
っ
か
け
の
一

つ
と
な
れ
ば
、
本
例
会
を
実
施
し
た
意
味
が
あ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

青
木

充

室
長
所
感

　
二
〇
二
四
年
三
月
一
二
日
㈫

〜
三
月
二
五
日
㈪
、
三
月
例
会

『
み
ん
な
で
拡
大
‼
』
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
は
一

五
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
事
業
を
行
う
為
に
は
多
く

の
仲
間
が
必
要
で
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
六
名
の
メ
ン
バ
ー

が
卒
業
す
る
た
め
、
そ
れ
以
上

の
会
員
拡
大
を
し
な
け
れ
ば
、

今
後
の
団
体
運
営
が
厳
し
く
な

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
メ
ン
バ
ー
全
員

で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
方
、
い

ざ
実
際
に
動
く
と
な
る
と
、
限

ら
れ
た
人
数
し
か
動
か
な
い
の

が
現
実
で
す
。

　
二
〇
二
四
年
八
月
二
七
日
㈫
、
長
野

商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会

議
所
二
〇
二
四
年
度
第
二
回
通
常
総
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会
に
お
い
て

は
、
第
一
部
に
て
、
「
第
一
号
議
案
　

二
〇
二
四
年
度
補
正
収
支
予
算（
案
）承

認
に
関
す
る
件
」
「
第
二
号
議
案
　
二

【黎明の鍵の伝達式】
藤岡理事長と飯田理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈫
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で
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1225

〇
二
五
年
度
理
事
長
並
び
に
監
事
予
定

者（
案
）選
任
に
関
す
る
件
」
「
第
三
号

議
案
　
二
〇
二
五
年
度
理
事
並
び
に
正

副
議
長
予
定
者（
案
）選
任
に
関
す
る

件
」
の
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
南
長

野
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
会
、
北
信
４
Ｌ

Ｏ
Ｍ
の
ご
出
席
者
の
皆
様
の
前
で
、
二

〇
二
五
年
度
、
次
年
度
理
事
長
候
補
者

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
五

年
度
候
補
者
の
飯
田
一
基
君
は
、
今
年

度
理
事
長
藤
岡
秀
一
君
よ
り
、
南
長
野

青
年
会
議
所
に
代
々
伝
わ
る
【
黎
明
の

鍵
】
を
伝
達
さ
れ
、
次
年
度
の
幕
開
け

を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
ご
来
賓
の
皆
様

の
前
で
次
年
度
に
向
け
て
熱
い
念
い
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
二

四
年
度
も
残
り
四
か
月
、
全
力
を
も
っ

て
事
業
に
臨
み
、
二
〇
二
五
年
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
南

長
野
青
年
会
議
所
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
会
員
拡

大
活
動
へ
の
苦
手
意
識
が
あ
る

こ
と
や
、
自
分
が
動
か
な
く
て

も
他
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く

れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
会

員
拡
大
活
動
へ
の
第
一
歩
が
踏

み
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
会
員

一
丸
と
な
っ
て
、
会
員
拡
大
活

動
に
実
際
に
取
り
組
む
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
全
会
員
が
会

員
拡
大
活
動
に
主
体
的
に
参
画

す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
べ
く
、
本
例
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
例
会
中
は
拡
大
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ

の
投
稿
及
び
報
告
集
会
で
の
報

告
内
容
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
、
本
例
会
期
間
中
に
、
候
補

者
と
の
ア
ポ
取
り
、
候
補
者
と

の
面
談
、
候
補
者
の
会
社
訪
問

を
一
生
懸
命
行
い
ま
し
た
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室

お
も

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室
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二
〇
二
四
年
四
月
二
〇
日
㈯
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、
（
公
社
）
南
長
野
青

年
会
議
所
　
四
月
例
会
『
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
学
ぶ
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

セ
ミ
ナ
ー
〜
』
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
は
株
式
会
社
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
　
代
表
取
締
役
　
岡

部
陽
介
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
時
代
の
最
先
端
で
あ
る
Ａ
Ｉ
技

術
を
学
び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
多
く
の
候

補
者
に
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会
議

所
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
本
事
業
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
や
普
段
の
生

活
に
お
い
て
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で

も
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学

び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
一
人
で

も
多
く
の
会
員
候
補
者
に
我
々
の

活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
本
例
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

興
味
や
話
題
性
の
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
メ
ン
バ
ー
と
候
補
者
が
一

緒
に
な
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
会
員

候
補
者
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
会
員

獲
得
に
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

止
ま
ら
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
拡

大
活
動
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
よ
い

と
感
じ
ま
し
た
。

青
木

充

室
長
所
感

　
二
〇
二
四
年
五
月
二
六
日
㈰
、
南

長
野
運
動
公
園
相
撲
場
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
五
月
例

会
『
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

場
所
　
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
一
二
三
名
の
児
童
か
ら
の
申

込
み
を
受
け
付
け
、
一
〇
五
名
の
参

加
者
の
も
と
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
例
会

5
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我
々
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に
は
時
代

を
先
駆
け
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
感
と
能
力

が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
の
組
織
力

向
上
に
は
多
様
性
や
マ
ン
パ
ワ
ー
も

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
再
度
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
人
の
資

質
向
上
と
し
て
素
晴
ら
し
い
例
会
で

あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

講師　岡部  陽介 氏

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試
合
に

全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る
私
た
ち
も

引
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
熱
い
取
り

組
み
を
多
く
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
目
を
奪
わ
れ

る
ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち
や

保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声
援
が
会

場
中
に
響
き
渡
っ
て
お
り
ま
し
た
。
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27企
画
担
当  

■

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
■

2024
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理事長予定者　　　飯田　一基　君
直前理事長　　　　藤岡　秀一　君
外部監事予定者　　神林　隆光　氏
　　　〃　　　　　小林　陽祐　氏
副理事長予定者　　平山　亮太　君
　　　〃　　　　　酒井　信治　君
専務理事予定者　　青木　　充　君
委員長予定者　　　古川　諒一　君
　　　〃　　　　　西澤　雅弥　君
　　　〃　　　　　池田　純也　君
副委員長予定者　　宮澤　菜摘　君
　　　〃　　　　　黒栁 奈々恵　君
　　　〃　　　　　小伊藤　淳　君
事務局長予定者　　池田　純也　君
事務局次長予定者　上條　裕太　君
　　　〃　　　　　小伊藤　淳　君

議長予定者　　　　山岸　　晃　君
副議長予定者　　　古川　諒一　君

2025年度
理事並びに正副議長予定者

み
ん
な
で
拡
大
‼

月
例
会

3

３
月
　
日
㈫
〜

３
月
　
日
㈪

1225

〇
二
五
年
度
理
事
長
並
び
に
監
事
予
定

者（
案
）選
任
に
関
す
る
件
」
「
第
三
号

議
案
　
二
〇
二
五
年
度
理
事
並
び
に
正

副
議
長
予
定
者（
案
）選
任
に
関
す
る

件
」
の
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
南
長

野
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
会
、
北
信
４
Ｌ

Ｏ
Ｍ
の
ご
出
席
者
の
皆
様
の
前
で
、
二

〇
二
五
年
度
、
次
年
度
理
事
長
候
補
者

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
五

年
度
候
補
者
の
飯
田
一
基
君
は
、
今
年

度
理
事
長
藤
岡
秀
一
君
よ
り
、
南
長
野

青
年
会
議
所
に
代
々
伝
わ
る
【
黎
明
の

鍵
】
を
伝
達
さ
れ
、
次
年
度
の
幕
開
け

を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
ご
来
賓
の
皆
様

の
前
で
次
年
度
に
向
け
て
熱
い
念
い
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
二

四
年
度
も
残
り
四
か
月
、
全
力
を
も
っ

て
事
業
に
臨
み
、
二
〇
二
五
年
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
南

長
野
青
年
会
議
所
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
会
員
拡

大
活
動
へ
の
苦
手
意
識
が
あ
る

こ
と
や
、
自
分
が
動
か
な
く
て

も
他
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く

れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
会

員
拡
大
活
動
へ
の
第
一
歩
が
踏

み
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
会
員

一
丸
と
な
っ
て
、
会
員
拡
大
活

動
に
実
際
に
取
り
組
む
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
全
会
員
が
会

員
拡
大
活
動
に
主
体
的
に
参
画

す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
べ
く
、
本
例
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
例
会
中
は
拡
大
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ

の
投
稿
及
び
報
告
集
会
で
の
報

告
内
容
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
、
本
例
会
期
間
中
に
、
候
補

者
と
の
ア
ポ
取
り
、
候
補
者
と

の
面
談
、
候
補
者
の
会
社
訪
問

を
一
生
懸
命
行
い
ま
し
た
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室

お
も

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室

企
画
担
当  

■

未
来
を
担
う
会
員
拡
大
室
■

あ
す

挑戦に終わりはない  輝ける未来のために  全力を注ごう！
あす

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ

〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
〜

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会
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二
〇
二
四
年
四
月
二
〇
日
㈯
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、
（
公
社
）
南
長
野
青

年
会
議
所
　
四
月
例
会
『
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
学
ぶ
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

セ
ミ
ナ
ー
〜
』
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
は
株
式
会
社
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
　
代
表
取
締
役
　
岡

部
陽
介
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
時
代
の
最
先
端
で
あ
る
Ａ
Ｉ
技

術
を
学
び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
多
く
の
候

補
者
に
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会
議

所
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
本
事
業
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
や
普
段
の
生

活
に
お
い
て
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で

も
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学

び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
一
人
で

も
多
く
の
会
員
候
補
者
に
我
々
の

活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
本
例
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

興
味
や
話
題
性
の
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
メ
ン
バ
ー
と
候
補
者
が
一

緒
に
な
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
会
員

候
補
者
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
会
員

獲
得
に
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

止
ま
ら
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
拡

大
活
動
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
よ
い

と
感
じ
ま
し
た
。

青
木

充

室
長
所
感

　
二
〇
二
四
年
五
月
二
六
日
㈰
、
南

長
野
運
動
公
園
相
撲
場
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
五
月
例

会
『
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

場
所
　
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
一
二
三
名
の
児
童
か
ら
の
申

込
み
を
受
け
付
け
、
一
〇
五
名
の
参

加
者
の
も
と
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

5

企
画
担
当  

■

輝
け
る
未
来
共
創
委
員
会
■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所

第39回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第5回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
相
撲
場

26

４
月
　
日
㈯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室

企
画
担
当  

■

未
来
を
担
う
会
員
拡
大
室
■

あ
す

　
我
々
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に
は
時
代

を
先
駆
け
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
感
と
能
力

が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
の
組
織
力

向
上
に
は
多
様
性
や
マ
ン
パ
ワ
ー
も

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
再
度
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
人
の
資

質
向
上
と
し
て
素
晴
ら
し
い
例
会
で

あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

講師　岡部  陽介 氏

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試
合
に

全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る
私
た
ち
も

引
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
熱
い
取
り

組
み
を
多
く
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
目
を
奪
わ
れ

る
ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち
や

保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声
援
が
会

場
中
に
響
き
渡
っ
て
お
り
ま
し
た
。

挑戦に終わりはない  輝ける未来のために  全力を注ごう！
あす

2024年度  外報紙かがり火  Vol.2

二
〇
二
四
年
六
月
二
〇
日
㈭
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所

六
月
例
会

【
知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形

成
セ
ミ
ナ
ー
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
例
会
で
は
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
候

補
者
に
時
勢
的
に
関
心
度
の
高
い
、
講
演

内
容
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
南
長
野
青
年

会
議
所
の
資
質
向
上
事
業
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
　
日
㈭
　
Ｂ
ａ
ｒ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

月
例
会

6

企
画
担
当  

■

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
■

20

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
昨
年
か
ら
は
全
学
年

を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会
と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
二
三
名
の
小
学
生
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
一
〇
五
名
の
小
学
生
が
南
長
野
運
動
公
園
相

撲
場
に
て
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。
各
々
の
メ
ン
バ
ー

が
自
ら
の
役
割
を
理
解
し
て
動
き
、
当
日
は
大
き
な

ミ
ス
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
運
営
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
相
撲
の

取
組
を
通
じ
て
、
勝
ち
負
け
の
み
な
ら
ず
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
長
野
市
相
撲
連
盟
や
長
野
市
少
年
相

撲
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
も
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
事
業
実
施
に
あ

た
り
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
場
所
を
勝
ち
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
八
名

は
、
六
月
三
〇
日
㈰
に
飯
田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て

開
催
さ
れ
た
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
に
出
場

し
、
相
撲
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
二
名
は
、
八
月
四
日
㈰
に
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
参
加
し
、
女
子
二
名
は
九
月
二
二
日
㈰

に
愛
媛
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
第
五
回
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
全
国
大
会
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
と
し
て
、
本
事

業
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

酒
井
信
治

委
員
長
所
感

ま
た
二
〇
二
四
年
六
月
三
〇
日
㈰
飯

田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大

会
に
お
い
て
は
、
南
長
野
よ
り
出
場
の

選
手
四
名
が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
四
年
八
月

四
日
㈰
に
両
国
国
技
館
に
お
い
て
行
わ

れ
、
長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
全

国
の
猛
者
た
ち
相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘

志
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
四
年
九
月
二
二
日
㈰
愛

媛
県
武
道
館
に
て
開
催
予
定
で
あ
り
、

長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
出
場
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

第5回

第39回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

８
月
４
日
㈰  

両
国
国
技
館

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰  

愛
媛
県
武
道
館

22

本
年
度
の
上
半
期
の
活
動
は
、
会
員
拡
大

の
た
め
例
会
を
通
じ
て
、
意
識
向
上
、
候
補

者
の
例
会
参
加
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
入
会
を
検
討
ま
た
は
考
慮
し
て
い
る
候

補
者
に
対
し
、
現
在
所
属
し
て
い
る
会
員
を

よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
入
会

へ
の
後
押
し
に
な
る
と
い
う
目
的
で
本
例
会

を
迎
え
ま
し
た
。

第
一
部
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
候
補
者
に
時
勢
的
に
関
心

度
の
高
い
、
講
演
内
容
を
聞
い
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。
第
二
部
の
懇
親
会
・
名
刺
交
換

会
で
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
会
員
と
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
名
刺
交
換
の

時
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
職
種
の
会

員
が
一
致
団
結
し
、
青
年
会
議
所
活
動
を
支

え
て
い
る
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
今
後
拡
大
活
動

の
際
に
、
勧
誘
を
し
や
す
い
環
境
作
り
に
寄

与
で
き
た
の
で
は
無
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

児
島

翔

委
員
長
所
感

2024年度
MNJC共勇委員会

委員長
児島 　翔

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
よ
り
多
く
の
地
域

の
候
補
者
の
方
々
に
、（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
よ
り
良
い

事
業
を
地
域
に
還
元
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ

〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
〜

月
例
会

4
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二
〇
二
四
年
四
月
二
〇
日
㈯
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、
（
公
社
）
南
長
野
青

年
会
議
所
　
四
月
例
会
『
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
学
ぶ
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

セ
ミ
ナ
ー
〜
』
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　
本
例
会
は
株
式
会
社
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
　
代
表
取
締
役
　
岡

部
陽
介
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
時
代
の
最
先
端
で
あ
る
Ａ
Ｉ
技

術
を
学
び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
多
く
の
候

補
者
に
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会
議

所
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
本
事
業
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
や
普
段
の
生

活
に
お
い
て
時
代
の
ト
レ
ン
ド
で

も
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学

び
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
一
人
で

も
多
く
の
会
員
候
補
者
に
我
々
の

活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
本
例
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

興
味
や
話
題
性
の
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
メ
ン
バ
ー
と
候
補
者
が
一

緒
に
な
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
会
員

候
補
者
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
会
員

獲
得
に
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

止
ま
ら
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
拡

大
活
動
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
よ
い

と
感
じ
ま
し
た
。

青
木

充

室
長
所
感

　
二
〇
二
四
年
五
月
二
六
日
㈰
、
南

長
野
運
動
公
園
相
撲
場
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
五
月
例

会
『
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野

場
所
　
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
一
二
三
名
の
児
童
か
ら
の
申

込
み
を
受
け
付
け
、
一
〇
五
名
の
参

加
者
の
も
と
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
例
会

5

企
画
担
当  

■

輝
け
る
未
来
共
創
委
員
会
■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所

第39回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第5回

５
月
　
日
㈰
　
南
長
野
運
動
公
園
相
撲
場

26

４
月
　
日
㈯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

２
階
大
会
議
室

企
画
担
当  

■

未
来
を
担
う
会
員
拡
大
室
■

あ
す

　
我
々
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に
は
時
代

を
先
駆
け
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
感
と
能
力

が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
の
組
織
力

向
上
に
は
多
様
性
や
マ
ン
パ
ワ
ー
も

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
再
度
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
人
の
資

質
向
上
と
し
て
素
晴
ら
し
い
例
会
で

あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

講師　岡部  陽介 氏

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試
合
に

全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る
私
た
ち
も

引
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
熱
い
取
り

組
み
を
多
く
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
目
を
奪
わ
れ

る
ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち
や

保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声
援
が
会

場
中
に
響
き
渡
っ
て
お
り
ま
し
た
。
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二
〇
二
四
年
六
月
二
〇
日
㈭
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所

六
月
例
会

【
知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形

成
セ
ミ
ナ
ー
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
例
会
で
は
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
候

補
者
に
時
勢
的
に
関
心
度
の
高
い
、
講
演

内
容
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
南
長
野
青
年

会
議
所
の
資
質
向
上
事
業
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
　
日
㈭
　
Ｂ
ａ
ｒ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

6

企
画
担
当  

■

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
■

20

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
昨
年
か
ら
は
全
学
年

を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会
と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
二
三
名
の
小
学
生
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
一
〇
五
名
の
小
学
生
が
南
長
野
運
動
公
園
相

撲
場
に
て
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。
各
々
の
メ
ン
バ
ー

が
自
ら
の
役
割
を
理
解
し
て
動
き
、
当
日
は
大
き
な

ミ
ス
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
運
営
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
相
撲
の

取
組
を
通
じ
て
、
勝
ち
負
け
の
み
な
ら
ず
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
長
野
市
相
撲
連
盟
や
長
野
市
少
年
相

撲
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
も
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
事
業
実
施
に
あ

た
り
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
場
所
を
勝
ち
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
八
名

は
、
六
月
三
〇
日
㈰
に
飯
田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て

開
催
さ
れ
た
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
に
出
場

し
、
相
撲
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
二
名
は
、
八
月
四
日
㈰
に
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
参
加
し
、
女
子
二
名
は
九
月
二
二
日
㈰

に
愛
媛
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
第
五
回
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
全
国
大
会
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
と
し
て
、
本
事

業
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

酒
井
信
治

委
員
長
所
感

ま
た
二
〇
二
四
年
六
月
三
〇
日
㈰
飯

田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大

会
に
お
い
て
は
、
南
長
野
よ
り
出
場
の

選
手
四
名
が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
四
年
八
月

四
日
㈰
に
両
国
国
技
館
に
お
い
て
行
わ

れ
、
長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
全

国
の
猛
者
た
ち
相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘

志
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
四
年
九
月
二
二
日
㈰
愛

媛
県
武
道
館
に
て
開
催
予
定
で
あ
り
、

長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
出
場
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  
飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

第5回

第39回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

８
月
４
日
㈰  

両
国
国
技
館

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰  

愛
媛
県
武
道
館

22

本
年
度
の
上
半
期
の
活
動
は
、
会
員
拡
大

の
た
め
例
会
を
通
じ
て
、
意
識
向
上
、
候
補

者
の
例
会
参
加
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
入
会
を
検
討
ま
た
は
考
慮
し
て
い
る
候

補
者
に
対
し
、
現
在
所
属
し
て
い
る
会
員
を

よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
入
会

へ
の
後
押
し
に
な
る
と
い
う
目
的
で
本
例
会

を
迎
え
ま
し
た
。

第
一
部
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
候
補
者
に
時
勢
的
に
関
心

度
の
高
い
、
講
演
内
容
を
聞
い
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。
第
二
部
の
懇
親
会
・
名
刺
交
換

会
で
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
会
員
と
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
名
刺
交
換
の

時
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
職
種
の
会

員
が
一
致
団
結
し
、
青
年
会
議
所
活
動
を
支

え
て
い
る
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
今
後
拡
大
活
動

の
際
に
、
勧
誘
を
し
や
す
い
環
境
作
り
に
寄

与
で
き
た
の
で
は
無
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

児
島

翔

委
員
長
所
感

2024年度
MNJC共勇委員会

委員長
児島 　翔

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
よ
り
多
く
の
地
域

の
候
補
者
の
方
々
に
、（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
よ
り
良
い

事
業
を
地
域
に
還
元
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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あす
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編
集
後
記

　
早
い
も
の
で
二
〇
二
四
年
も
残
す
と
こ
ろ
四
か
月
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
三
月
例
会
『
み
ん
な
で
拡
大
‼
』
か
ら
始
ま
り
、

四
月
例
会
『
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
〜
』、
六
月
例
会
【
知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か

ら
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
】
と
候
補
者
の
方
々
を
お
招
き

し
拡
大
活
動
に
も
か
な
り
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
四
名
の
新
し
い
仲
間
が
入
会
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
や
は
り
Ｊ
Ｃ
活
動
は
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る

程
、
盛
り
上
が
り
も
増
す
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

候
補
者
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
！
す
ぐ
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
つ
け
ま
す
！

　
五
月
の
『
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
第
五

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
』
で
は
毎
年
設
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
達
の
勝
負
に
対
す
る
真
剣
さ
や

度
胸
に
我
々
も
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
も

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
相
撲
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見

る
と
、
改
め
て
青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
こ
の
様
な
事
業
に
参
加
者
と
共
に
楽
し
め
る
の

も
、
現
役
の
時
だ
け
し
か
味
わ
え
な
い
特
権
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
八
月
の
総
会
で
は
、
次
年
度
理
事
長
が
決
定
し
、【
飯

田
一
基
】
君
が
予
定
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
飯
田
君
は
メ

ン
バ
ー
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち
前
の
誠
実
さ

と
、
優
れ
た
判
断
力
を
併
せ
持
つ
力
強
い
存
在
で
す
。
来

年
は
そ
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
今
ま
で
以
上
に
強
固
な

組
織
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
か
が
り
火
」
も
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
毎
回
、
編
集
を
行
っ
て
い
て
思

い
ま
す
が
、
本
当
に
同
じ
年
、
同
じ
例
会
は
無
い
な
と
感

じ
ま
す
。
ど
の
例
会
を
と
っ
て
も
委
員
長
や
メ
ン
バ
ー
の

独
自
の
ス
タ
イ
ル
が
出
て
、
継
続
事
業
で
も
文
字
に
起
こ

す
と
、
同
じ
内
容
に
感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
面
白
い

も
の
で
す
。
次
回
の
発
行
は
十
二
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
楽
し
い
か
が
り
火

を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
ご
一
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
　
上
條  

裕
太

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!
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Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
独
創
性
を
磨
こ
う

〜
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
魅
力
〜

企
画
担
当  

■

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
■

月
例
会

7
　
二
〇
二
四
年
七
月
三
一
日
㈬
、
長
野
商
工
会

議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
、
七
月

例
会
『
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
独
創
性
を
磨
こ

う
〜
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
魅
力
〜
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
苔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
沢
美
由

紀
様
を
迎
え
、
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
成
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
独
創
性
を
磨
く
こ
と
を
目

的
し
ま
し
た
。
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
制
作
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
と
創
造
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

苔
、
石
、
砂
、
他
の
植
物
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

配
置
す
る
か
は
自
由
で
、
自
分
だ
け
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
風
景
を
作
る
過
程
が
独
創
性
を
刺
激
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
作
成
し
た
作
品
を
講
師
に
講
評
し
て

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
で
は
気
づ
き
に
く
い
部

分
に
対
し
て
、
他
人
か
ら
の
講
評
を
受
け
る
こ

と
で
客
観
的
な
視
点
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
も

学
ぶ
事
が
で
き
た
例
会
で
し
た
。

　
な
ん
で
苔
？
と
思
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
会
員
が
今
ま

で
経
験
し
て
い
な
い
、
尚
且
つ
独
創
性
を
磨
く

事
が
出
来
る
事
業
を
通
じ
、
今
後
の
自
己
研
鑽

に
独
創
性
を
磨
く
事
も
我
々
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に

と
っ
て
は
必
要
な
要
素
だ
と
認
識
し
て
頂
き
た

く
、
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を
選
び
ま
し
た
。
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
に
は
、
独
創
性
が
最
も
重

要
な
要
素
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。
独
創
性
を

発
揮
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
新

し
い
解
決
策
を
見
つ
け
、
地
域
の
発
展
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
は
内
部
例
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
会
員
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
多
く
の
仲
間
で

挑
む
事
業
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

児
島

翔

委
員
長
所
感

７
月
　
日
㈬
　
長
野
商
工
会
議
所
　
篠
ノ
井
支
所
　
２
階
大
会
議
室
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二
〇
二
四
年
六
月
二
〇
日
㈭
、
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所

六
月
例
会

【
知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形

成
セ
ミ
ナ
ー
】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
例
会
で
は
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
候

補
者
に
時
勢
的
に
関
心
度
の
高
い
、
講
演

内
容
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
南
長
野
青
年

会
議
所
の
資
質
向
上
事
業
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
　
日
㈭
　
Ｂ
ａ
ｒ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か
ら
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

月
例
会

6

企
画
担
当  

■

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
■

20

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子

長
野
場
所
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
昨
年
か
ら
は
全
学
年

を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会
と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
二
三
名
の
小
学
生
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
一
〇
五
名
の
小
学
生
が
南
長
野
運
動
公
園
相

撲
場
に
て
相
撲
を
取
り
ま
し
た
。
各
々
の
メ
ン
バ
ー

が
自
ら
の
役
割
を
理
解
し
て
動
き
、
当
日
は
大
き
な

ミ
ス
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
運
営
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
し
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
相
撲
の

取
組
を
通
じ
て
、
勝
ち
負
け
の
み
な
ら
ず
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
学
ん
で
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
長
野
市
相
撲
連
盟
や
長
野
市
少
年
相

撲
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
も
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
事
業
実
施
に
あ

た
り
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
場
所
を
勝
ち
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
八
名

は
、
六
月
三
〇
日
㈰
に
飯
田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て

開
催
さ
れ
た
第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
・

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会
に
出
場

し
、
相
撲
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
二
名
は
、
八
月
四
日
㈰
に
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
参
加
し
、
女
子
二
名
は
九
月
二
二
日
㈰

に
愛
媛
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
第
五
回
わ
ん
ぱ
く

相
撲
女
子
全
国
大
会
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

南
長
野
青
年
会
議
所
の
継
続
事
業
と
し
て
、
本
事

業
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

酒
井
信
治

委
員
長
所
感

ま
た
二
〇
二
四
年
六
月
三
〇
日
㈰
飯

田
市
立
丸
山
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会
、

第
五
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大

会
に
お
い
て
は
、
南
長
野
よ
り
出
場
の

選
手
四
名
が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
四
年
八
月

四
日
㈰
に
両
国
国
技
館
に
お
い
て
行
わ

れ
、
長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
全

国
の
猛
者
た
ち
相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘

志
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
四
年
九
月
二
二
日
㈰
愛

媛
県
武
道
館
に
て
開
催
予
定
で
あ
り
、

長
野
場
所
選
出
の
選
手
二
名
が
出
場
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰  

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校

30

第5回

第39回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

８
月
４
日
㈰  

両
国
国
技
館

第5回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰  

愛
媛
県
武
道
館
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本
年
度
の
上
半
期
の
活
動
は
、
会
員
拡
大

の
た
め
例
会
を
通
じ
て
、
意
識
向
上
、
候
補

者
の
例
会
参
加
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
入
会
を
検
討
ま
た
は
考
慮
し
て
い
る
候

補
者
に
対
し
、
現
在
所
属
し
て
い
る
会
員
を

よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
入
会

へ
の
後
押
し
に
な
る
と
い
う
目
的
で
本
例
会

を
迎
え
ま
し
た
。

第
一
部
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
候
補
者
に
時
勢
的
に
関
心

度
の
高
い
、
講
演
内
容
を
聞
い
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。
第
二
部
の
懇
親
会
・
名
刺
交
換

会
で
は
南
長
野
青
年
会
議
所
の
会
員
と
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
名
刺
交
換
の

時
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
職
種
の
会

員
が
一
致
団
結
し
、
青
年
会
議
所
活
動
を
支

え
て
い
る
こ
と
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
今
後
拡
大
活
動

の
際
に
、
勧
誘
を
し
や
す
い
環
境
作
り
に
寄

与
で
き
た
の
で
は
無
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

児
島

翔

委
員
長
所
感

2024年度
MNJC共勇委員会

委員長
児島 　翔

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
よ
り
多
く
の
地
域

の
候
補
者
の
方
々
に
、（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
よ
り
良
い

事
業
を
地
域
に
還
元
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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後
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早
い
も
の
で
二
〇
二
四
年
も
残
す
と
こ
ろ
四
か
月
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
三
月
例
会
『
み
ん
な
で
拡
大
‼
』
か
ら
始
ま
り
、

四
月
例
会
『
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
〜
』、
六
月
例
会
【
知
ら
な
い
と
損
‼
こ
れ
か

ら
の
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
】
と
候
補
者
の
方
々
を
お
招
き

し
拡
大
活
動
に
も
か
な
り
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
四
名
の
新
し
い
仲
間
が
入
会
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
や
は
り
Ｊ
Ｃ
活
動
は
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る

程
、
盛
り
上
が
り
も
増
す
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

候
補
者
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
！
す
ぐ
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
つ
け
ま
す
！

　
五
月
の
『
第
三
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
第
五

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
』
で
は
毎
年
設
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
達
の
勝
負
に
対
す
る
真
剣
さ
や

度
胸
に
我
々
も
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
も

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
相
撲
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見

る
と
、
改
め
て
青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
こ
の
様
な
事
業
に
参
加
者
と
共
に
楽
し
め
る
の

も
、
現
役
の
時
だ
け
し
か
味
わ
え
な
い
特
権
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
八
月
の
総
会
で
は
、
次
年
度
理
事
長
が
決
定
し
、【
飯

田
一
基
】
君
が
予
定
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
飯
田
君
は
メ

ン
バ
ー
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち
前
の
誠
実
さ

と
、
優
れ
た
判
断
力
を
併
せ
持
つ
力
強
い
存
在
で
す
。
来

年
は
そ
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
今
ま
で
以
上
に
強
固
な

組
織
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
か
が
り
火
」
も
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
毎
回
、
編
集
を
行
っ
て
い
て
思

い
ま
す
が
、
本
当
に
同
じ
年
、
同
じ
例
会
は
無
い
な
と
感

じ
ま
す
。
ど
の
例
会
を
と
っ
て
も
委
員
長
や
メ
ン
バ
ー
の

独
自
の
ス
タ
イ
ル
が
出
て
、
継
続
事
業
で
も
文
字
に
起
こ

す
と
、
同
じ
内
容
に
感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
面
白
い

も
の
で
す
。
次
回
の
発
行
は
十
二
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
楽
し
い
か
が
り
火

を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
ご
一
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
共
勇
委
員
会
　
上
條  

裕
太
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例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

7
　
二
〇
二
四
年
七
月
三
一
日
㈬
、
長
野
商
工
会

議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
、
七
月

例
会
『
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
独
創
性
を
磨
こ

う
〜
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
魅
力
〜
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
苔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
沢
美
由

紀
様
を
迎
え
、
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
成
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
独
創
性
を
磨
く
こ
と
を
目

的
し
ま
し
た
。
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の
制
作
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
と
創
造
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

苔
、
石
、
砂
、
他
の
植
物
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

配
置
す
る
か
は
自
由
で
、
自
分
だ
け
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
風
景
を
作
る
過
程
が
独
創
性
を
刺
激
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
作
成
し
た
作
品
を
講
師
に
講
評
し
て

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
で
は
気
づ
き
に
く
い
部

分
に
対
し
て
、
他
人
か
ら
の
講
評
を
受
け
る
こ

と
で
客
観
的
な
視
点
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
も

学
ぶ
事
が
で
き
た
例
会
で
し
た
。

　
な
ん
で
苔
？
と
思
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
会
員
が
今
ま

で
経
験
し
て
い
な
い
、
尚
且
つ
独
創
性
を
磨
く

事
が
出
来
る
事
業
を
通
じ
、
今
後
の
自
己
研
鑽

に
独
創
性
を
磨
く
事
も
我
々
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
に

と
っ
て
は
必
要
な
要
素
だ
と
認
識
し
て
頂
き
た

く
、
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を
選
び
ま
し
た
。
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
に
は
、
独
創
性
が
最
も
重

要
な
要
素
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。
独
創
性
を

発
揮
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
新

し
い
解
決
策
を
見
つ
け
、
地
域
の
発
展
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
は
内
部
例
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
会
員
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
多
く
の
仲
間
で

挑
む
事
業
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

児
島

翔

委
員
長
所
感

７
月
　
日
㈬
　
長
野
商
工
会
議
所
　
篠
ノ
井
支
所
　
２
階
大
会
議
室
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